
1 

 

第 10 回  日本における性と性教育をめぐる状況③ 

   

＊学習指導要領の性教育に関する「歯止め規定」と「子ども観」 

 最初に、学習指導要領の規定とその背後の考え方はどのようなものかを考察します１）。
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＊このような学習指導要領による制約は教科書にも現れています。 
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啓林館 生物 第２章 動物の生殖と発生より 
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第一学習社 生物 2013 年版より 
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『高等学校保健体育』第一学習社では、コンドーム、殺精子剤、ペッサリー、ピル、IUD

について、特徴と欠点をあげています。 
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2021 年度から使用の中学校検定教科書では、性の多様性に関連する記述は現行の教科書

より増え、国語、社会科、美術、技術・家庭、道徳、保健体育の 6 教科、17 点に及びます。

社会科では現代社会を学ぶ単元で、美術の教科書では、ウェディング姿の 2 人の女性が描

かれ、そこに、「二人で生きる」という言葉が添えられているポスターが掲載され、家庭科

では直接、性の多様性について触れているわけではありませんが、制服の選択制を採用して

いる学校の紹介をする形で取り上げるなど、各教科の専門性にあわせた取り上げ方をして

います２）。ただし、保健体育に関しては、体育・保健体育の学習指導要領では、小・中・高

を通じて SOGI（性的指向・性自認 sexual orientation, gender identity）に関わる性の多様性に

ついては触れておらず、異性愛を中心とした性教育のみが取り上げられているという縛り

があるため、本文ではなく、資料扱いとなっています。それでも、2020 年度から使用の小

学校保健の光文書院だけは、本文で「『性』のなやみ」の項目を設け、性別違和や異性に関

心がもてない場合について取り上げ、電話番号も含めて「よりそいホットライン」の紹介を

するなど改善が見られます。日本の性と性教育をめぐる状況にも変化の兆しが見られます

が、日本は昔からこのような性規範が主流だったのでしょうか。次回、考察します。 

 

注 

１）日本の学習指導要領の「歯止め規定」に関しては、茂木輝順「日本」橋本紀子、池谷壽 

夫、田代美江子編著『教科書にみる世界の性教育』かもがわ出版、2018 年参照。 

２）山下知子、杉原里美「どうなる？教科書 性の多様性 差別解消へ学ぶ」『朝日新聞』

21 面、2020 年 7 月 26 日 


